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乙
の七
月
初
面
の
メ
キ

シコ
では、

革命後
七一

年
ぶ
り
の
政
変
が
起
乙っ

て
注
目
さ
れ
た
り
れ
ど、

本
紙
の六
月二
十
九
日付

紙
面に
は、
「
馬
場
称徳

氏
の
業
績
に
光
l
メ
キシ

コ
革命
で
活
摺
の
外
交
宮

l」
と
題
す
る
記
事
が
載

っ
てい
た。
そ
れ
は、
革

命
期
の一
九一
四
年に
北

部
メ
キシコ
に
潜
入
し
て

邦
人
移民
の避
難・
救
済

に
当
たっ
た
馬

場称徳
を

め
ぐ
る
展

示が松本市内

田
の
重
要文
化
財・
馬
場

家住宅
で
聞
か
れ
てい
る

とい
うも
の
で
あっ
た。

そ
の
記
事に
よ
れ
ば、
明

治
十五
年に
生
ま
れ
た
馬

場
称徳は

松本中学
（
現

・
松
本
深
志
高
校）
を
経

て
東
京
外
国
語
学
校
を革

し
ゃ
記
載
が
な
かっ
た
ち

業
し、
外
務
自
記
生
と
な

と
の一
抹の
不
安
を
党え

っ
て
シ
カゴ
領
事
館に
勤

な
が
ち
橋い
て
み
た
の
だ

務
し
た。
メ
キシコ
革命

が、
幸い
に
も

馬場称徳

の
動乱
に
際
し
ては
現
地

に
つ
い
て
の
数
行に
わ
た

に

派遣さ
れ

て革命
国
の

る
記
述
が
個
別
史
の
部
の

指
導
者パ
ン
チョ・
ピ
リ

「
スペ
イ
ン
語」
編に
あ

ャ
シ涯＋
死
を
か
け
てわ
た

り、

東京
外
国
語
学
校
の

り
あい、
丹
羽
目一
氏
の

教官
時
代に
校
庭
で
撮っ

小
説
『
天
皇

の密使』
の

た
と
恩
め
れ
る
写
真
も
掲

モ
デ
ルに
も
なっ
た
が、

載
さ
れ
てい
た。

帰
国
議
意
外
国
語
学

校
で
教鞭をと
り、
昭
和

十
九
年に
帰
郷、
昭
和四

十五
（一
九七
O）
年
に

八
十
九
歳
で
没
し
た
とい

－っ。郷
里
の
友
人
か
ら
こ
の

記
事
を
伝
えも
れ
る
ま

で、
私は
、
開札
も、
と

れち

の史実
を
知ら
な
か

っ
た。
そ
こ
で
昨
秋
の
東

京
外
国

語大学強立
百
周

年（
建
学
百二
十六
年）

記
念事
業
の一’
環
と
し
て

私
自
身
が
編纂委
員
長
で

刊
行
し
た

『東京外国
語

大
学
史』
の
大
冊
を、
も

' 

' 

そ
の
記述
や教
官一
覧

に
よ
る
と、
馬
場
称
徳は

き
わ
め
て
例
外
的
な
教
職

歴
を
た
どっ
てい
た
こ
と

に
気づ
か
さ
れ
る。
明
治

四
十
（一
九
O七）
年三

月
に
卒
業
し

て外務
省に

入っ
た
のだ
が、
在
学
中

か
ちスペ
イ
ン
語が
よ
く

で
き
た
の
で
あ
ろ
う、
事

業直
後
の
四
月
か
ら
十一

月
ま

で外務
省に
在
職
の

ま
ま
母校
の
スペ
イ
ン
語

調
師
と
な
り、
外
交
官生

史』
の
「
スペ
イ
ン
語」

活
の
の
ち
の
大
正
十二

編
を
執
筆
し
た
寺
崎
英
樹

（一
九二
三）
年
十二
月

教
授に
も
こ
れ
ち
の
件
を

に
再
び
講
師に
復
職
し
て

お
話
し、
七
月
蓄広
で
闘

い
る。
以
後
昭
和
十
六

億
とい
う
「
『
天
皇
の
密

（一
九
四一）
年七
月
ま

使』
馬

場家第
目
代
当
主

で
十
九
年
間
も
講
師
持動
・
馬
場
称
徳
の
軌
跡
展」

め、
西
語
部
の
中
心
的
存

を
友
人
と一
緒に
究
週
参

在
で
あっ
た
金
沢一
郎
教

観
す
ると
と
が
で
き
た。

授の、
善
後二
年
足
民話9

帽章を
つ
ゆ
た
昔
の
外

の
あい
だ
教
授と
なっ
た

語生
の
制
服
姿
の

写真や

馬
場
称
徳
と
東
京
外
語

が、
昭

和十八
年三
月
に

は
教
授
を
退
職、
再
び一

年

闘講師が動
め
た
後、

昭
和
十
九
年三
月
に
退
官

し
てい
る。

私
は
早
速、
サ
ン
ト
リ

ー
ミ
ス
テ
リ
ー大
貨
を
受

賞
し
た
丹
羽
氏
の
小
説

『
天
皇（エ
ンペ
ラ
ド
ー

ル）

の密使』
を
文
事
春

秋
か
ら
直
接
入
手
し
てわ

く
わ
く
し
な
が
ち
読
了

し、
『
東京
外
国
語大
学

外
交
官
時
代
の
電
文
控

え、
古い
皮
トラ
ン
ク
な

ど
も
興味
深
かっ
た
が、

馬
場
称
徳
が
教授
に
なっ

た
と
き
の
「

任東京
外
国

語
学
校
教
授
叙
高等
官

七
等」
とい
う
近
衛
文
麿

首
相か
ら
の
辞
令と
教
授

退
官
時
の
「
依
願
免
本

宮」
とい
う
東
煉
英
機
首

相か
ら
の
辞
令
は
特に
印

象的
だっ
た。

現
当
主
の
馬
場
太
郎
ご

夫
妻
に
も
お
目
に
か
か

り、
お
話
を
う
か
がっ
て

い
る
と、

大震躍my家系

ゆえ
経
語に
は

恵まれ

てい
な
が
ち病
弱
の
後
半

生だっ
た
馬場
称
徳な
ち

では
の
教
職歴
を
解
く
カ

ギ
が
皐え
てき
た
よ
うに

思
わ
れ
た。
馬場
称徳に

教わ
り、
本
郷
の
お
宅に

も参
上
し
た
とい

う東京

外大名誉教授
の
荒
井
正

道
先
生
と
も
お
話
し
た
の

だ
が、

万年間師と
し
て

の
馬場
称徳は、

泉鏡花

の小説の主人公
を
憩
わ

せ
る
よ
う
な
優雅
な
風
情

で、
栄
達
な
どに
無
縁
な

戚mョと
し
た
存
在
で
あ

っ
た
とい
う。

東
京へ
の
帰路、
松
本

イ
ン
タ
ー
か
ち高
速
道
路

に
入
る
と、
ちよ
さ
馬

場
居
簸
の近
く
に
差
し
か

かっ
た
あた
り
で、
皆
既

月食
の
夜の
大
き
な
満月

が鉢伏山頂に
昇
り
は
じ

め
た。
八
年
翠別にカ
リ

フォ
ルニ
ア
大
学の
サン

ディ
エ
ゴ
校大
学院
で
教

鞭
を
とっ
てい
た
と
き、

国
境
を越
え
た
メ
キシコ

側
の
都
市
ティ
ファ
ナか

ら
馬場
称
徳
が
活
躍
し
たω…

舞
台に
近い
北
部
メ
キシ
：

コ
を内
陸に
向
かっ
て
ド
山

ラ
イブ
し
た
と
き
に
も、
山…

満
月
が
荒涼
と
し
た
山
地
一

に
昇っ
た乙
と
をふ
と
想
”

い
出
し
た。
運
転
中に
月

が
欠
貯
てい
く
様子
房抗出

め
な
が
色、
馬

場称徳が
川

若
き
自
の
秘
め
ち
れた
ド】…

ラマ
を、
外
語
の
教官
時”！

代
に
も、
ま
た
永い
晩
年
践

を過
ご
し
た

片E村（
現

・
松
本
市内田）
の
郷里＝一

でも、
ほ
と

んど他
言し

な
かっ
た乙
と
の
意味
に…

つ
い
ても、

私な
りに
了

解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
出

ア」。F

F
 

（
東
京
外
里一
突
学
長
H
ム

松
本
市
出
身）
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